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自分の人生の経験値・スキル

• Cゾーン
• 冒険教育
• 生きる力



「生きる力」・・・・・・・・

1996年に文部省（現在の文部科学省）

中央教育審議会（中教審）が

「21世紀の教育を展望した我が国の教育の在り方につ
いてという諮問に対する第1次答申の中で示された。

その後の学習指導要領の考え方等で解説されている。



●（栗原市栗駒耕英）

◎仙台市

▲栗駒山

◎気仙沼市

◎栗原市

◎南三陸町

◎石巻市

◎登米市









いかに しようと、

で 、

に し、 し、

よりよく 資質や能力であり、

また、 つつ、他人とともに し、

他人を や など、

である、

たくましく生きるための

や 1996年文部省（現在の文部科学省）
中央教育審議会

生きる力とは



畑：野菜を作る。

田んぼ：米を作る。家畜を飼う。

山菜・キノコ・木の実を採る。

廃材で建物を造る。

石窯を作る。パンを焼く。

薪をつくる。

花壇を作る。

ハーブ・花を育てる。





被災時の状態、状況、どう動いたか？
課題に対する気付き



●（栗原市栗駒耕英）
くりこま高原自然学校

◎仙台市

▲

●（登米市東和町）ＲＱ市民災害救援センター

◎南三陸町

◎石巻市

◎気仙沼

（栗原市志波姫） ●
日本の森バイオマスネットワーク



二迫川：荒砥沢ダム上部大崩落
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体験学習法の循環過程

何が起こったの？
指摘する(Identifying）

今度はどうすればいいの？
概念化する(Hypothesizing)

なぜ起こったの？
分析する(Analyzing)

体験する(Experiencing)
Do・やってみる

実社会に応用する



【引用出典参考資料】難波克己 2006年 玉川大学学術研究所紀要第12号、107-114









災害支援で組織としてどう動いたか？
（支援活動のフェーズについて）

• 発生直後（2～3日） つなげる、つながる

• 支援拠点が出来るまで（～1週間）
• 仮設住宅が出来るまで





◆避難所：６月１４日～７月２２日
◆ボランティアセンターの設立６月２０日～７月２２日
◆耕英復興プロジェクト：６月２０日～
◆くりこま耕英震災復興の会：７月１８日設立総会









震災に負けない冒険キャンプ・北上川リバーキャンプ（２００８年夏）

震災直後、窮状を伝えた
全国の仲間や企業から支援を受けて、

夏休みの事業を実施できた。





ＲＱ東北現地本部長
佐々木豊志（くりこま高原自然学校代表）

RQ河北ボランティアセンター
塚原俊也（くりこま高原自然学校）

被災地の概況とＲＱの活動



●（栗原市栗駒耕英）
くりこま高原自然学校

◎仙台市

▲

●（登米市東和町）ＲＱ市民災害救援センター

◎南三陸町

◎石巻市

◎気仙沼

（栗原市志波姫） ●
日本の森バイオマスネットワーク



南三陸町役場の防災センター
ここから避難を呼びかける放送が





被災時の状態、状況、どう動いたか？
課題に対する気付き

• 発生直後（1~2日）

• 2.災害支援で組織としてどう動いたか？（支
援活動のフェーズについて）

• 発生直後（2～3日） つなげる、つながる

• 支援拠点が出来るまで（～1週間）
• 仮設住宅が出来るまで



• ３月１１日 ３年ぶりのネイチャースキーガイド

• またもや活動休止そして今度は沿岸部の支
援の準備へ

• ３月１４日亘理の荒浜→名取→仙台モンベル
店３月１５日モンベル山形の倉庫

（物資を配りながら知人の安否確認）

• ３月２０日登米市鱒淵小学校RQ登米本部開
設（佐々木は本部長

• →塚原は４月１日から石巻河北VC開設



RQ市民災害救援センターの
災害支援活動の変化

緊急物資の支援＆作業の支援

交流の支援

人命救急
捜索活動

1 3 6 1

●泥だし・片づけ ●漁具の片づけ
●作業着・靴・手袋

●下着・靴下・タオル
●毛布・寝袋・
●防寒着

●仮設住宅交流支援
●音楽・落語 ●ヨガ・マッサージ・足湯

●サッカー教室・子ども元気村
●温泉送迎 ●お茶っこ ●心のケア

産業支援
雇用支援
生業支援



3月17日 救援会議開催（日本エコツーリズムセンター西日暮里）



RQ市民災害救援センター
3月18日に登米市に借用申し入れ

19日借用、20日から支援活動本格化
（登米市東和町：旧鱒淵小学校体育館）



RQ東北現地本部
（登米市東和町）

●

●くりこま高原自然学校 ●RQ唐桑（気仙沼市唐桑）

●RQ歌津（南三陸町歌津）

●RQ河北（石巻市河北町）

●RQ小泉（気仙沼市本吉）

（栗原市志波姫） ●
日本の森バイオマスネットワーク







ボランティア活動は毎日が
体験からの学びの連続だった

何か課題だったのか
事実を挙げる

新しい方法を考える
改善する

何が問題なのか
分析する

ボランティア活動をする
やってみる

ボランティアセンターではこの体験学習法を使って
毎日のボランティアセンターの運営をした

ふりかえり・討論して分かち合う作業



物資の配送車両の手配表（デリバリー）
物資を細かく分類して仕分け管理（フロア係）



荷物を積んで出発
多いときは25台・・・約70往復

これまでに合計約４００tの物資を届けた
全国・世界各国からボランティア延べ３７，０００名を超える



RQ子ども元気村
被災から1ヶ月余りが経過。まだ新学期が始
まらない。

子どもたちの多くは避難所で我慢をした生活
が続き存分に遊ぶことがなかった。

RQの中心メンバーである自然学校や森のよう
ちえん関係者を中心に子どもの遊びを提供し
た。屋台形式で様々な遊びを楽しんだ。





（野中郁次郎 「知的創造企業」・セキモデルから）





=インプット

=アウトプット

=係数






